
平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 中学校１年 国語 出題のねらい等 №１

連 大 中 小 観 点
主に「知識」 主に「活用」

領域及び学年 学習指導要領の内容等 出 題 の ね ら い 国語への関心･ 話す･聞く 書く能力 読む能力 言語についての に関する問題 に関する問題
番 問 問 問 意欲･態度 能力 知識･理解･技能

① １ (1) 話すこと・聞くこと ア 日常生活の中から話題を決 話の内容を正確に聞き取ること。 ○ ○
１年 め、材料を集めること

② (2) 話すこと・聞くこと イ 事実と意見との関係に注意 伝えたいことを明確にし分かりやすく伝えること。 ○ ○
１年 して話を構成すること

③ (3) 話すこと・聞くこと エ 自分の考えとの共通点や相 対話の中で相手のものの見方や考え方をとらえること。 ○ ○
１年 違点を整理すること

④ (4) 話すこと・聞くこと オ 話し合いの方向をとらえて 対話の中で相手のものの見方や考え方をとらえ、それに対する ○ ○
１年 自分の考えをまとめること 自分の意見を的確に相手に伝えること。

⑤ 話すこと・聞くこと （関心・意欲・態度） 対話の内容を整理し、その流れに添って自分の考えを的確に話 ○ ○
１年 そうとすること。

⑥ ２ (1) ① 伝統的な言語文化と国語 「かんさ（ざ）ん」と読むこと 中学校１年で学習する常用漢字「換」と小学校２年生配当の ○ ○
の特質 「算」を組み合わせた熟語「換算」を、「かんさ（ざ）ん」と

１年・ 小２年 正しく読むこと。

⑦ ② 伝統的な言語文化と国語 「しょうにん」と読むこと 小学校５年配当の「承」と小学校６年配当の「認」を組み合わ ○ ○
の特質 小５年・小６年 せた熟語「承認」を、「しょうにん」と正しく読むこと。

⑧ ③ 伝統的な言語文化と国語 「そうは」と読むこと 小学校２年配当の「走」と小学校５年配当の「破」を組み合わ ○ ○
の特質 小２年・小５年 せた熟語「走破」を、「そうは」と正しく読むこと。

⑨ ④ 伝統的な言語文化と国語 「あざ（やか）」と読むこと 中学校１年で学習する常用漢字「鮮（やか）」を、「あざ（やか）」 ○ ○
の特質 １年 と正しく読むこと。

⑩ ⑤ 伝統的な言語文化と国語 「なな（め）」と読むこと 中学校１年で学習する常用漢字「斜（め）」を、「なな（め）」 ○ ○
の特質 １年 と正しく読むこと。

⑪ ⑥ 伝統的な言語文化と国語 「吸収」と書くこと 小学校６年配当の「吸」と「収」を組み合わせた熟語「吸収」 ○ ○
の特質 小６年 を、正しく書くこと。

⑫ ⑦ 伝統的な言語文化と国語 「休暇」と書くこと 小学校１年配当の「休」と中学校１年で学習する常用漢字「暇」 ○ ○
の特質 小１年・１年 を組み合わせた熟語「休暇」を、正しく書くこと。

⑬ ⑧ 伝統的な言語文化と国語 「快（く）」と書くこと 小学校５年配当の「快（く）」を、正しく書くこと。 ○ ○
の特質 小５年

⑭ ⑨ 伝統的な言語文化と国語 「刻（む）」と書くこと 小学校６年配当の「刻（む）」を、正しく書くこと。 ○ ○
の特質 小６年

⑮ ⑩ 伝統的な言語文化と国語 「浴（びる）」と書くこと 小学校４年配当の「浴（びる）」を、正しく書くこと。 ○ ○
の特質 小４年

⑯ (2) 伝統的な言語文化と国語 (2)イ 漢字の行書の基礎的な 漢字を行書にすると、筆順や点画が変化することを理解するこ ○ ○
の特質 １年 書き方を理解して書くこと と。

⑰ (3) 伝統的な言語文化と国語 (1)イ(ｴ) 単語の類別について 文の成分を理解し、主語と述語の関係を理解すること。 ○ ○
の特質 １年 理解すること

⑱ (4) 伝統的な言語文化と国語 (1)イ(ｲ) 語句の文脈上の意味 文脈に沿って、意味を理解し語感を広げること。 ○ ○
の特質 １年 に注意し、語感を磨くこと

⑲ (5) 伝統的な言語文化と国語 (1)イ(ｳ) 話や文章の中の語彙 辞書での調べ方を理解し、漢字の働きや仕組みについて関心を ○ ○
の特質 １年 について関心をもつこと もつこと。



平成２４年度評価問題「ゆうチャレンジ」（熊本県学力調査） 中学校１年 国語 出題のねらい等 №２

連 大 中 小 観 点
主に「知識」 主に「活用」

領域及び学年 学習指導要領の内容等 出 題 の ね ら い 国語への関心･ 話す･聞く 書く能力 読む能力 言語についての に関する問題 に関する問題
番 問 問 問 意欲･態度 能力 知識･理解･技能

⑳ ３ (1) 伝統的な言語文化と国語 (1)ア(ｱ) 古典特有のリズムを 古典特有のリズムを味わいながら古典の世界に触れること。 ○ ○
の特質 １年 味わうこと

㉑ (2) 読むこと ア 文脈の中における語句の意 想像力を働かせて、文脈の中における、具体的、個別的な意味 ○ ○
１年 味を的確にとらえること をとらえること。

㉒ (3) 読むこと イ 目的に応じて要約したり要 目的や必要に応じて要約したり要旨をとらえたりすること。 ○ ○
１年 旨をとらえたりすること

㉓ (4) 読むこと オ 文章に表れているものの見 書き手のものの見方や考え方をとらえ、自分のものの見方や考 ○ ○
１年 方や考え方をとらえること え方を広くすること。

㉔ 読むこと （関心・意欲・態度） 古典の世界と現代のつながりについて、自分の考えをまとめよ ○ ○
１年 うとすること。

㉕ ４ (1) 読むこと カ 目的に応じて必要な情報を 必要な情報があるかどうかを資料の特性に基づいて、必要な部 ○ ○
１年 読み取ること 分を探して読むこと。

㉖ (2) 読むこと イ 目的に応じて要約したり要 文章中の必要な情報を選択し、それらを整理して簡潔にまとめ ○ ○
１年 旨をとらえたりすること ること。

㉗ (3) 読むこと エ 文章の構成や展開、表現の 文章の組み立てをとらえて、構成を理解し、文章の構成や展開 ○ ○
１年 特徴について、自分の考えを を分析的にとらえ、その効果について自分の考えをもつこと。

もつこと

㉘ (4) 読むこと イ 目的に応じて要約したり要 文章の中心的な部分と付加的な部分とを読み分け、目的や必要 ○ ○
１年 旨をとらえたりすること に応じて要約したり要旨をとらえたりすること。

㉙ 読むこと イ 目的に応じて要約したり要 文章の中心的な部分と付加的な部分とを読み分け、目的や必要 ○ ○
１年 旨をとらえたりすること に応じて要約したり要旨をとらえたりすること。

㉚ (5) 書くこと イ 集めた材料を分類するなど 目的や意図に応じて集めた材料を取捨選択したり、関連を考え ○ ○
１年 して整理するとともに、段落 て分類したりすることにより、書こうとする事柄のまとまりや

の役割を考えて構成すること 順序を明確にすること。

㉛ (6) 書くこと ア 日常生活の中から課題を決 だれに向け、何のために書くのかを具体化し、文章を書く目的 ○ ○
１年 め、材料を集めながら、自分 を明らかにすること。

の考えをまとめること

㉜ (7) 書くこと イ 集めた材料を分類するなど 集めた材料を取捨選択したりすることで、事柄のまとまりや順 ○ ○
１年 して整理するとともに、段落 序を明確にし、段落の役割を考えて文章を構成すること。

の役割を考えて構成すること

㉝ 伝統的な言語文化と国語 (1)イ(ｴ) 単語の類別について 単語の類別を理解し、文章を書く時に品詞の働きに応じた使い ○ ○
の特質 １年 理解すること 方をすること。

㉞ 書くこと （関心・意欲・態度） 「基本構想」の内容や「広告」の形式を参考にしながら、条件 ○ ○
１年 にしたがって書こうとすること。


